
ト
ル
コ
の
近
代
化
と

イ
ン
ド
の
独
立
運
動

植
民
地
化
の
危
機
を
は
ね
返
し
、

近
代
国
家
へ
脱
皮
し
た
ト
ル
コ

第

一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
、
世
界
各
地

で
国
民
国
家
の
建
設
を
目
ざ
す
運
動
が
さ
か
ん

に
な
り
、
民
族
自
決
の
原
則
を
ふ
み
に
じ
る
ヴ

エ
ル
サ
イ
ユ
体
制
へ
の
抵
抗
が
始
ま
っ
た
。

ト
ル
コ
で
は
、
大
戦
で
の
オ
ス
了
ン
帝
国
の
敗

北
に
よ
り
連
合
国
の
治
外
法
権
な
ど
を
認
め
た

セ
ー
ヴ
ル
条
約
（１
９
２
０
年
）
が
締
結
さ
れ
、
完

全
な
植
民
地
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
条

約
に
反
対
し
た
ケ
マ
ル
＝
パ
シ
ャ
は
反
乱
を
起

こ
し
、
国
内
の
民
族
主
義
勢
力
を
結
集
し
て
ア

ン
カ
ラ
に
新
政
府
を
樹
立
。

２２
年
に
は
イ
ギ
リ

ス
の
あ
と
押
し
で
小
ア
ジ
ア
に
侵
入
し
て
い
た
ギ

リ
シ
ア
軍
を
撃
退
し
、
翌
年
に
は
連
合
国
と
新

た
に
回
―
ザ
ン
ヌ
条
約
を
締
結
し
て
治
外
法
権

な
ど
を
撤
廃
さ
せ
た
。
さ
ら
に
同
年
に
は
ス
ル
タ

ン
を
追
放
し
て
ト
ル
コ
共
和
国
を
建
国
、
政
教

分
離
や
法
律
改
革
、
女
性
解
放
な
ど
、
西
欧
を

モ
デ
ル
と
し
た
近
代
国
家
の
建
設
を
進
め
た
。

イ
ン
ド
で
高
ま
る

非
暴
力
の
反
英
独
立
運
動

ま
た
、
一弔
一
次
世
界
大
戦
中
、
イ
ン
ド
に
自

治
権
を
約
束
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
１
９
１
９
年
に

イ
ン
ド
統
治
法
を
制
定
し
た
が
、
フ」
れ
は
形
だ

け
の
自
治
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
う
え
、
同

年
に
は
令
状
な
し
の
逮
捕

。
投
獄
を
認
め
た
□

―
ラ
ッ
ト
法
を
制
定
し
、
治
安
維
持
の
強
化
を

図
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
国
民
会
議
派
の
指
導

者
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
非
暴
力

・
不
服
従

の
抵
抗
運

動

（
サ
テ
ィ
ヤ
ー
グ
ラ
八
）
を
展
開
。
そ
の
後
、

国
民
会
議
派
の
主
導
権
が
左
派
の
ネ
ル
ー
ら
に

移
る
と
、

２９
年
に
は
単
な
る
自
治
で
は
な
く
完

全
な
独
立

（プ
ル
ー
ナ
＝
ス
ワ
ラ
ー
ジ
）
を
要
求

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
は
、
一妥

協
点
を
見
い
だ
す
た
め
に
英
印
円
卓
会
議
を
開

催
、

３５
年
に
は
各
州
ご
と
に
あ
る
程
度
の
自
治

を
認
め
た
新
イ
ン
ド
統
治
法
を
制
定
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
を
め
ぐ
る

イ
ギ
リ
ス
の
矛
盾
外
交

イ
ギ
リ
ス
は
、
一弔
一
次
世
界
大
戦
で
ユ
ダ
ヤ
人

と
ア
ラ
ブ
人
の
協
力
を
得
る
た
め
、
双
方
に
パ
レ

ス
チ
ナ
で
の
国
家
建
設
を
認
め
る

一
方
、
列
強

と
は
オ
ス
了
ノ
帝
国
領
分
割
の
密
約
を
結
ん
だ
。

こ
の
矛
盾
し
た
外
交
は
、
現
在
の
パ
レ
ス
チ
ナ
間

題
の
発
端
と
な
っ
た
。

バ
ル
フ
ォ
ア
官
喜
ロ

パ
レ
ス
チ
ナ
で
の

建
国
支
援
を
約
束

フ
サ
イ
ン
・

マ
ク
マ
ホ
ン
協
定

ア
ラ
ブ
国
家
独
立

を
約
束

サイクス・ピコ協定
オスマン帝国の

領土分割を約束

第

一
次
世
界
大
戦
後
の
各
植
民
地
で
は
、

民
族
主
義
の
高
ま
り
を
背
景
に

国
民
国
家
建
設
の
た
め
の
独
立
運
動
が

各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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カリフ制を廃して政教分離を図つたほ

か、婦人のベール着用禁止など、西欧

をモデルとした近代化を進めた。

ソヴィエト連邦

イギリスの影響残る西アジア
イギリスは戦後、フサイン マクマホン協定を無視し、旧オスマン

帝国のアラブ諸地域を英仏の委任統治領として分割した。しかし、

アラブ人の反発が強まり徐々に自治、独立を認めることとなった。

ガンデイー

ガ ンデ ィ… 1旨導 の イン ド独 立 運 動

納税の拒否やイギリス商品の排斥による

非暴力・不服従の抵抗運動を指導した。
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